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認番号 718）。対象は，平成 22年 2月時点で岡山ヤクルト販売株式会社に勤務する者全員とし，研
究参加に同意が得られなかった者は除外した。全員から研究参加の同意が得られたため，最終的に










が 25未満の者が，体重増加に伴い BMIが 25を超えることと定義した。体重増加の発生は，前年度













可能であった 10名を除外したところ，解析対象は 68名（平均年齢：46.4±8.2 歳，男/女：28/40
名，BMI≧25/＜25：15/53 名，平均現在歯数 26.1±3.1 本）であった。3年間の追跡率は 85.0％で
あった。 
追跡 3年間で男性では 3名に，女性では 1名に肥満の発生が認められ，その累積発生率は 16.7％，











その結果，肥満の累積発症率は男性 16.7％，女性 2.9％，1 年あたり 5％以上の体重増加の累積
発症率は男性 17.9％，女性 32.5％であった。また，多変量解析の結果，男性においては，現在歯
数が尐ないこと，年齢が若いこと，職業性ストレスレベルが低いことが，女性においては，職業性
ストレスレベルが高いことのみが，1 年あたり 5％以上の体重増加に関連する独立した因子である
可能性が示唆された。 
 
 学位論文審査結果の要旨 
 
本研究は，現在歯数の多寡や減尐が，将来的な体重増加や肥満の発症に関連があるかを明らかにす
ることを目的に，職域の青年層および中高年層を対象とした前向きコホート研究を実施した．3年
間の追跡調査結果として，追跡期間中の体重増加，肥満の発症を観察し，ベースライン時の現在歯
数の多寡と，追跡期間中の体重増加の発生の関連の検討を行ったものである． 
方法としては，県内の某企業の全従業員80名を対象に，初年度にベースライン調査として口腔内診
査，自己記入式質問調査および健康診断を行った．その後は年に一度，追跡調査を行いエンドポイ
ントの発生を調査した． 
エンドポイントはBMIが25を超えること（肥満の発生）および1年あたり5%以上の体重増加とした．
初めに追跡期間中の肥満・体重増加の発生の観察を行った．続いて，統計分析では，ベースライン
時の現在歯数を説明変数とし，年齢，運動・喫煙・飲酒習慣の有無，職業性ストレスレベルで調整
し，重回帰分析を用いて解析を行った． 
その結果，追跡3年間で，非肥満者における肥満の累積発生率は男性16.7％，女性2.9％，対象全員
における体重増加の累積発生率は男性17.9％，女性32.5％であった．重回帰分析の結果，男性にお
いて，現在歯数が尐ないほうが，年齢が低いほうが，職業性ストレスが低いほうが，女性において，
職業性ストレスが高いほうが，体重増加を発生しやすい可能性が示唆された． 
本研究では，多変量解析を用いて年齢，運動・喫煙・飲酒習慣の有無，職業性ストレスレベルで調整を
行い，男性においてはこれらの亣絡の影響を調整したうえでも，ベースラインの現在歯数が将来の体重
増加発生と関連することを明らかにした．過去の報告では，現在歯数と体重増加の関連を，縦断的に調
査し，亣絡の影響を調整する多変量解析を用いて詳細に解析したものは尐なく，新たな知見をもたらし
たと言える．よって，審査委員会は本論文に博士（歯学）の学位論文としての価値を認める． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
